
第一一篇 ｢南京事件｣の舞台と登場人物

中
山
東
路
の
上
'
中
山
路
の
東
側
に
狛

(第
二
十
聯
隊
)
と
あ
る
｡
こ
の
部
隊
は
十
三
日
午
後

l
時
半
'
中
山

門
に
集
結
し
た
｡
草
場
第
十
九
京
都
旅
団
長
は
'
松
井
総
司
令
官
の
命
令
通
り
'
配
下
の
第
二
十
聯
隊
か
ら
は
第

四
中
隊
を
選
抜
部
隊
と
し
て
城
内
に
派
遣
す
る
こ
と
と
し
た
｡
し
か
し
第
四
中
隊
は
出
発
後
な
か
な
か
連
絡
が
来

な
い
の
で
'
通
信
班
長
犬
飼
総

一
郎
氏

(ま
だ
存
命
で
'
そ
の
後

｢南
京
戦
史
｣
編
集
委
員
と
な
-
南
京
事
件
研
究
に
活

躍
さ
れ
'
筆
者
は
氏
か
ら
多
-
の
こ
と
を
学
ん
だ
)
に
様
子
の
探
索
を
命
じ
た
｡
氏
の
報
告
に
よ
-
市
街
戟
は
な
-
第

四
中
隊
も
無
事
が
確
認
さ
れ
た
の
で
､
十
三
日
夕
方
第
二
十
聯
隊
の

一
部
は
城
内
に
進
入
し
､
宿
営
し
た

(残
-

は
城
外
に
駐
留
)
｡
翌
十
四
日
付
近
を
掃
討
し
た
が
'
こ
の
付
近
は
官
庁
街
で
あ
-
'
皆
漢
口
に
移
転
し
た
後
で

(三
二
頁
第
1
図
参
照
)
'
敵
兵
も
住
民
も
い
な
い
の
で
'
直
ち
に
城
外
に
移
り
'
城
外
東
方
の
敗
残
兵
を
掃
討
し

た
｡
二
十
日
に
松
井
大
将
の
新
配
置
命
令
が
下
り
､
こ
の
部
隊
は
さ
ら
に
東
方
の
大
華
山
方
面
の
警
備
に
あ
た

り
､
そ
の
ま
ま
南
京
に
帰
る
こ
と
な
-
､

一
月
二
十
二
日
北
支
に
む
け
て
転
進
し
た
｡
即
ち
こ
の
第
二
十
聯
隊
は

僅
か

一
昼
夜
ほ
ど
南
京
の
無
人
地
帯
に
宿
営
L
t
掃
討
を
担
当
し
た
だ
け
で
､
あ
と
は
城
外
の
作
戦
に
従
事
し
た

の
で
あ
る
｡
但
し
こ
の
聯
隊
の
第

一
大
隊
だ
け
は
､
十
二
月
二
十
日
の
新
配
置
命
令
で
南
京
城
に
呼
び
戻
さ
れ
､

師
団
直
属
の
部
隊
と
な
っ
た
｡
こ
の
第

一
大
隊
の
中
に
東
史
郎
が
い
た
｡
か
れ
は
そ
の
著

『わ
が
南
京
プ
ラ
ト
ー

ン

一
召
集
兵
の
体
験
し
た
南
京
大
虐
殺
』
で
､
自
分
は
南
京
虐
殺
を
見
た
と
い
う
が
'
ご
覧
の
通
-
'

一
般
に

｢南
京
事
件
｣
が
最
も
鮒
だ
と
さ
れ
る
十
二
月
二
十
日
ま
で
彼
は
南
京
に
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
｡
そ
の
後
彼

が
北
文
に
転
進
す
る
ま
で
の
間
に
見
た
と
い
う
事
件
は

一
件
だ
け
あ
る
が
､
そ
の

一
件
も
裁
判
で
事
実
無
根
で
あ

る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
｡
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